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記

  当社は、最近の動向を踏まえ、平成27年４月30日に公表した平成28年３月期連結（平成27年４月１日～
平成28年３月31日）の業績予想を修正しましたのでお知らせいたします。

●業績予想の修正について

平成28年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成27年４月１日～平成28年３月31 日）
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修正の理由
　夏場以降、中国を始めとするアジア新興国の景気減速や石化製品の先安観からくる買い控
えなど急激に景気減速観が強まりました。また、期待していた電子デバイス材料の主力製品
である太陽電池用途の導電性ペーストは、国内の需要が激減し連結売上高は前回予想を大幅
に下回る見込みとなりました。
　損益面につきましては、界面活性剤や機能材料における高付加価値品の売上高が好調に推
移し、基礎原料ナフサ価格の下落による原材料費の低下や減税効果もあって、営業利益、経
常利益、親会社株主に帰属する当期純利益ともに前回予想を上回る見通しとなりました。
　なお、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益はいずれも過去最高益とな
る見込みです。

以    上

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ
り、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。

る見込みです。


